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01 経営理念
Philosophy

デジタル社会の根幹はそれをコントロールするソフトウェアの高い品質です。

私たちは第三者検証の立場でソフトウェアの品質向上を支援し、

そのための、ソフトウェアテストのDX（テストの自動化）を推進します。

Mission -ミッション -

Action plan -行動指針 -

夢や希望をあきらめないDream & Hope

実践・実務・実績主義

Smile & Humor

成功は行動から

ユーモアを持って笑顔で

ソフトウェアテストを自動化させる

テストオートメーショカンパニーを目指す！

Vision -ビジョン -
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01 企業概要
Company profile
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会 社 名 日本ナレッジ株式会社

設 立 1985年10月

資 本 金 217.1百万円

本 社 所 在 地 東京都台東区寿３-１９-５ JSビル

拠 点 札幌・郡山・つくば・成田・諏訪・名古屋

社 員 数 ３3４名 （２０２３年３月末時点）

代 表 者 代表取締役社長 藤井 洋一

主 要 事 業
ソフトウェアの開発・販売 (開発事業）

品質向上支援事業 (検証事業）

加 入 団 体 I T検証産業協会 ソフトウェア協会

認 証

ISO 9001（QMS）

ISO/IEC 27001（ISMS）

PSQ（ ISO/IEC25051：2014）認証機関

プライバシーマーク

技 術 者 試 験
IVECプラチナパートナー ※1

ISTQBプラチナパートナー ※２

㈱大塚商会 グループ各社

NECグループ

㈱リコー

NTTグループ

大日本印刷㈱

ソニー㈱

アイエックス・ナレッジ㈱

TIS㈱グループ

㈱ブロードリーフ

ウイステリアトラスト㈱ (４３．２%※)

従業員持株会 (７．５%)

みずほ成長支援第4号投資事業有限責任組合(３．６%) 他

藤井洋一(１．８%)

㈱大塚商会(９．７%)

主要取引先

主要株主

※2023年3月末現在の株式保有率

※１：一般社団法人T検証産業協会が主催する技術者認定試験(IVEC)の合格者が

一定基準以上在籍する企業を認定する制度

※2：JSTQB（Japan Software Testing Qualifications Board)が主催する

ソフトウェア技術者試験合格者が一定基準以上在籍する企業を認定する制度
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上席執行役員 営業統括本部長

藤井 勇佑

2008

2011

2019

2020

2023

NECネッツエスアイ・サービス㈱入社

当社入社 管理本部

開発事業本部 副本部長

当社 執行役員就任

営業統括本部長

当社 上席執行役員就任

上席執行役員 検証事業本部長

上田 和樹

1997

2000

2010

2020

2023

㈱バンテクノ入社

㈱ブロードリーフ入社

当社入社 札幌検証事業部

当社 執行役員就任

検証事業本部長

当社 上席執行役員就任

社外取締役

小泉 妙美

1992

2001

2009

2016

2022

㈱東京銀行 入社

監査法人トーマツ 入所

公認会計士登録

㈱Amazia 常勤監査役

当社 取締役

社外取締役

渡辺 照男

1984

2012

2018

2019

2022

㈱国際センター入社

㈱シナノシステムエンジニア

代表取締役社長

ティアンドエス㈱ 代表取締役副社長

Re.Favor㈱ 代表取締役

当社 取締役

取締役 管理本部長

青木 一男

1977

2001

2013

2016

2019

日本電気工事㈱（現NECネッツエスアイ㈱）

入社

経理部財務室長

キューアンドエー㈱ 常勤監査役

当社入社 顧問

当社 取締役・管理本部長

01 経営陣の紹介
Management team

4

経営陣は豊富な実務経験を有するスペシャリストで構成しています。ガバナンス強化を目指し社外役員5名体制としております。

代表取締役社長

藤井 洋一

1980

1985

1988

亜細亜大学卒

金融機関を経て日本スペースソフト設立

社名を日本ナレッジ㈱変更

取締役 事業統括本部長兼開発事業本部長

長谷川 貴志

1989

2012

2011

当社入社 開発事業部

当社 取締役就任

開発事業本部長

事業統括本部長兼

開発事業本部長

社外常勤監査役

寺脇 健夫

1977

2011

2018

2019

日本タイムシェア㈱ 入社

TIS㈱ 常勤監査役

㈱ELVES 非常勤監査役

当社 常勤監査役

社外監査役

佐藤 昌敏

1977

2011

2017

2019

㈱ワイシーシー 入社

TIS㈱ 常務執行役員

当社 監査役

㈱ユニリタ 非常勤監査役

社外監査役

山脇 市郎

1975

1981

2014

2017

2018

中央監査法人 入所

公認会計士登録

新宿監査法人

山脇会計事務所開業

当社 監査役

取締役

執行役員 監査役
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01 主な沿革
Company history
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企業沿革 事業沿革

1985 10月 日本スペースソフト設立

1986 12月 ナレッジエンジニアリングと合併 12月 ソフトウェア開発事業開始

1988 6月 本社を中央区に移転、社名を日本ナレッジに変更 2月 鋼材パッケージシステム販売開始（1991年）

1996 5月 鋼材パッケージ「PowerSteel]発売

2001 4月 資本金を5000万円に増資 7月 ソフトウェアテスト・検証事業開始

2006 4月 千葉県成田に開発拠点開設 ソフトウェア開発事業強化

2009 4月 札幌にテスト開発拠点開設 スマートフォン検証サービス開始

2010 10月 資本金を7100万円に増資

2013 6月 PSQ認証制度の評価機関に認証 ※１

2015 8月 セキュリティ製品のアイベクス社より営業権を譲受 郡山センターにてセキュリティ製品の開発開始

2016 10月 システムカルチャー社よりサポート事業を譲受 6月 ＩＴ検証産業協会 会長就任 2017年より自動化の推進

2018 4月 ㈱アイムシステムを吸収合併 7月 セキュリティ製品「ｍonoシリーズ」「DEFESA」発売

2021 1月 名古屋にテストセンター開設

2022 3月 資本金を8600万円に増資

2023 3月 東京証券取引所グロース市場へ上場（証券コード：5252）

※１：ＰＳＱ認証制度は、一般社団法人ソフトウェア協会が行っている、ソフトウェアパッケージ製品の品質がＪＩＳｘ２５０５１に準拠している事を認証する制度です。
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01 業績ハイライト 10年間の売上高推移
Achievements
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2014.3月期 2015.3月期 2016.3月期 2017.3月期 2018.3月期 2019.3月期 2020.3月期 2021.3月期 2022.3月期 2023.3月期

売上高合計
（単位：百万円）

検証事業 （単位：百万円） 開発事業 （単位：百万円） 社員数 （単位：人）

（注）売上高にはセグメント間の内部振替高を含んでおります。

リーマンショック以降、市場ニーズの変化に対応しながら業績は下記の通り推移しています。

2020年3月期～2021年3月期は、検証事業において自動化案件に注力する為、従来型の案件の受注見直しを行った結果減収となりました。

2023年3月期は、検証事業においてはテスト自動化案件の増加、開発事業においては業種テンプレートの売上拡大及びＥＲＰカスタマイズ

受託開発案件の売上増加により増収となりました。
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02 2023年3月期通期 決算概要
Financial Summary

8

売上高、営業利益、経常利益、当期純利益すべてで創立以来の最高額を達成いたしました。

（単位：百万円）
当事業年度
実績

前事業年度
実績

対前年
増減額

対前年
増減率

2023年3月期
前回開示予想値

売上高 3,550 3,231 319 9.9% 3,457

営業利益 203 132 71 53.6% 180

経常利益 191 137 54 39.2% 168

当期純利益 137 94 43 45.6% 110

１株当たり
当期純利益
（円）

115.27 82.69 32.58 39.4% 92.82

対前年差異要因・トピックス

１．売上高

・テスト自動化案件売上増加

・業種テンプレート売上の

大幅増加

（対前期比：１６０．３％）

・ＥＲＰ受託開発案件増加

２．営業利益

・テスト自動化案件増加

・業種テンプレート売上の

大幅増加
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02 2023年3月期通期 事業セグメント別前年比較
Financial Summary
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検証事業、開発事業とも増収増益となりました。

（単位：百万円）

検 証 事 業 開 発 事 業

当事業年度
実 績

前事業年度
実 績

増 減 額 増 減 率
当事業年度
実 績

前事業年度
実 績

増 減 額 増 減 率

売上高 2,111 1,989 122 6.1% 1,439 1,242 197 15.9%

セグメント利益 365 255 110 43.1% 323 178 145 81.1%

１．検証事業

大手顧客からの堅調な受注とテスト自動化案件の増加により

売上高は対前期増加率６．１％の増加となりました。

セグメント利益は、技術者の稼動率向上により外注費が減少し、利益

率が大幅に改善いたしました。

差異要因・トピックス

２．開発事業

業種テンプレートの売上拡大、ＥＲＰ受託開発等の売上増加により

売上高は対前期増加率１５．９％と増加いたしました。

セグメント利益は、利益率の高い業種テンプレートの売上拡大等に

より、対前期増加率８１．１％と大幅に増加致しました。

（注）売上高にはセグメント間の内部振替高を含んでおります。
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02 事業概要と収益構造
Business summary & Profit structure
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2023年3月期

売上高

3,550百万円

当社は、主にソフトウエアシステムの検証サービスを提供する「検証事業」とシステム受託開発、業務系パッケージソフトウエアの開発・販売等を

行う「開発事業」を主たる事業として展開しております。 設立当初は、業務系のパッケージ開発を主業務とし、「徹底した顧客志向の開発」とい

うコンセプトのもと開発事業を進めてきましたが、2001 年度より業務系の開発事業で培った経験とノウハウを活かし、ソフトウエアテストに関す

る専門的な知見と技術を提供する検証事業を立ち上げ、注力しております。

検証事業 開発事業

売上比率 41％売上比率 59％

① ERPシステム導入カスタマイズの
受託開発 ※１

③ セキュリティ製品の開発・販売

② 業種テンプレートの開発・販売

• DEFESSAシリーズ • monoシリーズ

• PowerSteel • PowerCubic

※１：ERPとは「Enterprise Resource Planning」の略で、日本語では「統合基幹

業務システム」を指します。このシステムは企業経営に欠かせないさまざまな基

幹業務システムの管理・運用に役立ちます。 また、システムとしてERPを表現す

る際はERPパッケージと呼ぶこともあり、明確な定義があるわけではありませ

ん。 開示書類等では「ERPパッケージソフトウェアと表記しております。

本資料ではERPシステムと表記します。

（IT-trendより引用）

当事業では、ソフトウエアの不具合により顕在化す

るリスクを回避・軽減するため、ソフトウエアの開発

工程（要件定義・設計・開発・テスト）のなかのテスト

工程において、品質計画の立案、テストの分析設計、

テストの実行といった一連のプロセスやコンサル

ティングをサービスとして提供しております。

当サービスの提供により、ソフトウエアの不具合を

発見して報告を行います。またその不具合の修正

をソフトウエア開発に促すことで、品質向上に寄与

するとともに、重要な不具合が発生していないこと

を確認するための品質の測定と報告によって、顧

客がソフトウエアのリスクの判断を行うことが可能

となります。
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02 ビジネスモデル
Business model
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検証・開発ともに、事業会社などのエンドユーザー様向けの技術提供サービスになります。大規模案件などはSIerを経由する場合もありますが、

直接エンドユーザー様にサービス提供する場合もあります。

検証事業 開発事業

エンドユーザー企業

システム検証支援サービスの提供

顧客システム運用における繰り返し
テストを自動化するサービスの提供

システム開発における品質テスト
支援サービスの提供

日本ナレッジ株式会社

大手 S I e r企業

ビジネスパートナー （外注先 ）

ライセンス導入、機器調達

システム開発
製品の販売

製品の販売

システム開発協力

製品の販売

製品の販売
カスタマイズ

保守

日本ナレッジ株式会社

販売会社

仕入先（メーカー、販売会社） ビジネスパートナー（外注先）

仕入先（メーカー、販売会社） ビジネスパートナー（外注先）
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02 事業内容
Business content

12

検証事業 ー 収益構造 ー

検証事業の手法概要

１． ソフトウェア品質テスト

ソフトウェア品質テストは、お客様の開発したしたソフトウェアの

機能テスト（仕様書通りに動くか、マニュアル通りに動作するか、

発生データは正しいか等を第三者の立場で確認を行うテスト）

テスト仕様書を作成して人手で行います。（一部自動実行有）作

業の量で工数精算もしくは常駐による人月精算となります。

２．テスト自動化サービス

テスト自動化は、上記のテストを市販テストツールを用い、ソフト

ウェアテストの「テスト設計や実行」「結果の確認」「 レポート作

成」「進捗管理」といった工程の一部あるいはすべてを自動化す

ることを指します。

メリットとして、ソフトウェア品質テストの「人員の削減」「実施時

間短縮」「夜間自動実施の時間効率化」「コストの削減」「正確性

の向上」が挙げられます。デメリットは初期コストが大きな負担

です。自動化した後は「継続的な保守運用が前提」となります。

自動化の導入支援費とその後の保守費が安定収益となります。

※当社のテスト自動化は、手動と自動のハイブリット型及び

自動化のコンサル・移行支援等の作業を含みます。

検証事業売上推移
ソフトウェア品質テスト （単位：百万円）

テスト自動化サービス （単位：百万円）

エンジニア数 （単位：人）

当事業の対象となるソフトウエアは、スマートフォンやカーナビゲーションのハードウエアに組込まれて動作する「組込みソフトウエア」、法人向けの

販売管理や会計等の業務系システムやパッケージソフトウエア製品などの「エンタープライズ系」、WEB 上で動作するシステム全般をあらわす「WEB

システム」となっております。 特に、エンタープライズ系システムは開発事業にて培ったノウハウが活かされることから、当社の得意とす る領域で

あり、さらには開発技術を背景とした「テスト実施の自動化」技術によるコスト効率化や品質の担保がで きることも強みにしております。

尚、2023年3月期のエンジニア数は、市場におけるＩＴ人材の枯渇により、人材の獲得が予想値に届きませんでした。2024年3月期は、採用活動を

強化し、人材の獲得に邁進いたします。

（予想） （予想）
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02 事業内容
Business content

13

当社では、ソフトウェア製品・サービス及び組込み製品の品質テストの提供を行っています。特にERPシステムは、開発事業としての長年の経験と

人員および業務知識を活用できることから、 得意な領域としております。従来の手動型テストが減少している理由は、次の３点です。

①従来の手動テスト実行から自動化可能な部分を自動化へ移行しています。②テスト自動化へ移行できる状態に提案・支援しています。③手動と

自動のハイブリットで効率の良いテストを提案しております。

尚、2023年3月期が予想値より増加したのは、Ｓｉｅｒ経由案件の受注が予想より増加したことによるものです。

検証事業① ー ソフトウェア品質テスト ー

定性 / 定量の条件を踏まえた製品

/ サービスの社内品質基準の策定

社内品質基準策定サービス

ISO / IEC / IEEE 29119-2のプロセス

に従い、MTP / LTPの作成支援

テスト計画支援サービス

JIS X 25010の品質モデル（品質特

性）を活用したテスト設計支援

テスト設計支援サービス

レベルテストプランに基づいた

テスト受入の設計および実施

受入支援サービス

レベルテストプランに定義された機能

および非機能に関する検証の実施

検証サービス

マニュアル評価計画に基づき、

マニュアル検証の実施

マニュアル検証サービス

検証に関する進捗・リソースなど

のテスト管理全般の支援

プロジェクト支援サービス

インシデント情報を踏まえ継続

的な品質分析 / 弱点分析の実施

品質分析サービス

OSSライセンス監査および

虚弱性監査の支援

OSS監査支援サービス

計画

検証

管理

ソフトウェア品質テストの売上高推移（単位：百万円）

1,172 

746 

545 

403 375 
429 

479 

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2023/3期 2024/3期

テスト自動化サービスへ
移行のため提案・支援

電子書籍
ECサイト

販売管理 ガス検計 スマホアプリ 液晶タブレット
スマートフォン

検証
医療機器

ビデオ
レコーダー検証

エンタープライズ系検証サービス 組込系検証サービス

（予想）（予想）
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791 
908 

1,285 

1,586 
1,681 1,682 

2,181 

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2023/3期 2024/3期
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テスト自動化サービスは、手動で行っていた機能テスト※１等をツールやプログラムを作成して実行するサービスです。

WEBシステムやERPシステムは、すでに運用しているシステムの派生開発（機能追加や変更など）が主なテスト対象となることから、事業やサー

ビスの継続に比例してプロジェクトが長期化することが一般的です。プロジェクトの途中でテスト方法を変更する事は有りませんので、安定収

益の確保が見込めます。また、派生開発の都度システム全体の繰り返しテストが発生いたします。従来は手動テストで実行してきたところを、独

自のテスト自動化技術（個別でテストツールを開発して提供する）でこれを代替することで、顧客へ「コストメリット」「品質の担保」という付加価

値を提供しております。

検証事業② ー テスト自動化サービス ー

テスト自動化サービスの売上高推移（単位：百万円）

テストの自動化の目的、導入効果予測、
アーキテクチャ検討など、テストの自動化
を行うための施策を支援するサービス。
ROIを定め、自動化によるコスト削減また
は生産性向上などの目標を明確に設定。

方針支援サービス
改善方針に従い、テストフレーム
ワークおよびスクリプトの開発を支
援。オフショア活用体制を活用し、低
コストでのスクリプト開発を実現。

テスト計画支援サービス
生産性向上の実現だけでなく、顧客
満足度向上を意識し、MS社月齢パッ
チやOS / Webブラウザの更新サービ
スでの活用を検討。

テスト設計支援サービス

検証に関する進捗・リソースなどの
テスト管理全般の支援

プロジェクト支援サービス
インシデント情報を踏まえ継続的な
品質分析 / 弱点分析の実施

品質分析サービス
OSSライセンス監査および虚
弱性監査の支援

OSS監査支援サービス

テスト自動化サービス＋α

負荷テスト支援サービス

計画 開発 運用

追加機能が既存機能

となっていくため、

テスト対象領域拡大

既存機能

追加機能

既存機能

追加機能

既存機能

追加機能

システムの運用開発の時系列

＞

＞

システムの時系列 自動化による作業工数削減イメージ

１５分

２分

１５分

テストケース１項目あたりの実行工数

自動化前 自動化後

※１ 機能テスト：仕様書やマニュアル通りにシステムが機能するか動作確認するテスト ※比較は当社で実施したテスト結果によるものです。

（予想） （予想）
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開発事業では、「①ERPシステム導入カスタマイズの受託開発」及び自社開発した「②業種テンプレートの販売／保守」、「③セキュリティ製品の販売

／保守」を中心に行っております。

尚、2023年3月期のエンジニア数は、市場におけるＩＴ人材の枯渇により、人材の獲得が予想値に届きませんでした。2024年3月期は、採用活動を強化

し、人材の獲得に邁進いたします。

開発事業 ー 開発事業の収益構造 ー

開発事業の概要

１．ERPシステム導入カスタマイズ受託開発

顧客業務の利便性を高める個別機能の追加や変更を行うＥＲＰ

システムのカスタマイズの受託を行っております。作業の量で工

数精算となります。

２．業種テンプレート販売／保守

鋼材業、木材業向けに大塚商会のERPシステム「SMILE」をベース

とした業種テンプレートを開発・販売・保守を行っております。

販売は、大塚商会経由の代理店販売が主ですが直接ユーザに販

売するケースもあります。販売後は保守契約（通常5年）を締結し

ます。保守料はストック型収益となります。

開発事業売上推移

755 
923 

725 

989 
1,138 1,140 1,111 

47 

48 

53 

68 

89 109 
72 

135 

197 

215 

185 

174 190 
157 

937 

1,168 

993 

1,242 

1,401 1,439 
1,340 

85 86
95

101
134

101
129

2019.3月期 2020.3月期 2021.3月期 2022.3月期 2023.3月期 2023.3月期 2024.3月期

業種テンプレート 販売／保守（単位：百万円）

ERPシステム導入カスタマイズ受託開発（単位：百万円） セキュリティ製品販売／保守（単位：百万円）

エンジニア数 （単位：人）

３．セキュリティ製品販売／保守

シンクライアント環境の操作ログの収集「DEFASA」と端末制御製

品「monoPack]の開発/販売/保守を行っております。販売は、ネッ

トワーク構築会社等の代理店販売が中心です。販売後は保守契

約（通常5年）を締結します。保守料はストック型収益となります。

（予想）（予想）
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755 

923 

725 

989 

1,138 1,140 1,111 

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2023/3期 2024/3期
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ERPシステム導入に伴うカスタイマイズの受託開発を長年行っています。ERPシステムは、業務知識が必要で、開発技術の習得にも多くの時間を

要し、開発ライセンス契約の社数も絞られるため、参入障壁の高い領域となります。

2021年3月期は、コロナ禍の影響で一時的に売上高は低下しましたが、インボイス対応等の新規アップグレード需要の拡大から再び成長傾向に

なっています。

開発事業① ー E R Pシステム導入カスタマイズの受託開発 ー

ERPシステム

製品

顧客業務の

利便性を高める

個別機能

当社

カスタマイズ開発領域

▪ SMILEシリーズ：大塚商会

▪ EXPLANNER:NECグループ

▪ GRANDIT

▪ STRAMMIC（生産管理ERP）

他

ユーザー企業ERPシステム導入カスタマイズの受託開発の売上高推移（単位：百万円）

（予想）（予想）
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鋼材/木材業界向けERPシステム「PowerSteel/PowerCubic」の販売・保守を行っています。どちらの業界も、売上の計算は「重量単価×重量」となり

ますが、在庫は何本という数量管理となり管理する単位が異なります。これに対応できるシステムが少なく、当社が優位性を保っております。

契約社数は年々増加しており、保守契約の収益がストック型収益となっています。

尚、2023年3月期は、電子帳簿保存法やインボイス制度の影響により、業種テンプレート製品の販売本数が増加した為、予想値より大幅に増加

いたしました。

開発事業② ー業種テンプレート製品の販売・保守ー

鋼材業界特有の商習慣や業界特性に対応した、

鋼材卸業向けの販売購買在庫管理システムです。

建材・木材業界特有の商習慣や業界特性に対応

した建材・木材卸業向け販売購買在庫管理シス

テムです。

PowerSteel

PowerCubic

業種特化型ERPシステム製品の販売・保守の売上推移

保守収益（単位：百万円）製品売上（単位：百万円） 保守契約数 （単位：件）

25 24 24
33 32

63

28

22 24
29

35 36

46

44

270
290 293 302

315
337 347

2019.3月期 2020.3月期 2021.3月期 2022.3月期 2023.3月期 2023.3月期 2024.3月期

（予想） （予想）
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セキュリティ製品「DEFESAシリーズ」「monoシリーズ」の販売・保守しています。2021年3月期は「MonoPack」がコロナ禍のテレワーク需要で売上高が

増加しました。その後も働き方としてテレワークが定着したことで成長傾向にあります。これにより、ストック型のライセンス料と保守契約が増加

傾向となっています。尚、2023年3月期は、コロナ禍のテレワーク需要に伴い、セキュリティ製品の販売本数が増加した為、予想値を上回った実績

となりました。

開発事業③ ー セキュリティ製品の販売・保守 ー

セキュリティ製品の販売・保守の売上推移

保守収益（単位：百万円）製品売上（単位：百万円） 保守契約数 （単位：件）

仮想環境を含むWindowsOS上の操

作や外部アクセス記録を詳細に取得/録

画し、保管・制御・管理できるログ管理

製品です。

在宅勤務時に個人パソコンでを使う事で

のセキュリティリスクや、古くなったパソコ

ンの有効活用など、USBを挿入するだけ

でクライアントパソコンをシンクライアント

化することで解決できる製品です。

DEFESAシリーズ

monoシリーズ

62

107 115

85
63

98

70

73

90
100

100
111

92

87

143 144

160 160

173

210
224

2019/3期 2020/3期 2021/3期 2022/3期 2023/3期 2023/3期 2024/3期

（予想）（予想）
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検証事業における売上高に関するコスト構造は、テストを実施する技術者の人件費及び外注費、テスト実施に必要な通信環境（サーバー、ＰＣ、

ツール等）等に係る費用となります。

開発事業における① ERPシステム導入カスタマイズの受託開発の売上に関するコスト構造は、ソフトウェア開発を行う技術者の人件費及び

外注費、ソフトウェア開発に必要な通信環境（サーバー、ＰＣ、ツール等）等に係る費用となります。

②業種テンプレート及び③セキュリティ製品の売上に関するコスト構造は、製品の開発にかかわる技術者の人件費及び外注費、機能のライセ

ンス費用等の経費となります。

ー コスト構造 ー

検証事業のコスト構造 開発事業のコスト構造①

人件費

43%

外注費

34%

経費

10%

粗利

13%

受託開発

人件費

40％

外注費

3%

経費

16%

粗利

57%

製品の販売・保守

人件費

42%

外注費

38%

経費

3%

粗利

17%

テスト実施

※コスト構造の数値は2023年3月期実績値です。

開発事業のコスト構造②③
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1,989 2,111 
2,660 

1,242 
1,439 

1,340 
3,231 

3,550 

4,000 

14.4%

9.9%

12.7%

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,00 0

7,000

8,000

9,00 0

2022.3月期 2023.3月期 2024.3月期

132

203
240

4.1%

5.7%
6.0%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

2022.3月期 2023.3月期 2024.3月期

02 2 0 2 4年 3月期業績予想
Earnings forecast

20

売上高・売上高成長率（単位：百万円）

（予想）

営業利益・営業利益率（単位：百万円）

（予想）

2024年3月期の売上高は40億円、営業利益は2.4億円と増収増益の予測となっております。

検証事業 開発事業 売上高成長率 営業利益 営業利益率
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ソフトウェア市場は16.7兆円でありその中のテスト市場規模は6.2兆円と非常に大きな市場です。

日本国内においては2020年7月に閣議決定された「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」を骨格とした

デジタル庁の主導する「デジタル田園都市国家構想」等が進められており、ますます市場拡大していくものと推察されます。

ソフトウェア売上高

9.3兆円
約

※１

ソフトウェア
テスト市場

2.9兆円約

※２

ソフトウェア売上高

16.7兆円約

ソフトウェアテスト市場

6.2兆円

約

テスト工程比率 ※３

31％

テスト工程比率

37％

2009年

2020年

テスト市場規模は 11年で

2.1倍の成長
ソフトウェア市場における
テスト工程比率は

6％の成長

※１：総務省・経済産業省「情報通信業基本調査」より （資料18.8兆円よりテスト対象外を除いた売上）
※２：ソフトウェア売上高にテスト工程比率を乗算
※３：テスト工数比率は、独立行政法人情報処理機構（IPA）「ソフトウェア開発データ白書」より
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受託開発
ソフトウェア

巨大
87,673億

低

パッケージ
ソフトウェア

大
11,640億

高
※3

エンターテインメント
ゲームソフトウェア

中
7,699億

低

組込みソフトウェア
※2

小
3，452億

低

03 ターゲット領域
Market scale

23

情報通信全体のなかでソフトウェアテストの対象となるカテゴリーは大きく4つ※1に分類されています。

当社でも受託開発ソフトウェアの大型案件のテスト工程が大きなターゲットですが、この領域は、従来の手動によるテスト実行が中心で参入

障壁が低い分野となっております。この領域に加えて、30年以上業務系の開発経験がある当社は、この強みを生かして、パッケージソフトウェア

領域（ＥＲＰシステムを含む）をターゲットとしてまいります。

開発カテゴリー別のテスト工程における比較

カテゴリー 潜在市場規模 参入障壁

当社実施テスト対象ドメイン別売上構成比当社の強み領域

※1：総務書・経済産業省「情報通信基本調査」2020年 図表5-3業種別売上高の構成比
※2：組込みソフトウェアに自動車業界（オートモーティブ）矢野総合研究所 国内コネクテッドカー

関連市場推移と予想の2025年での市場規模は1.9兆円は含まれないと想定する。
※3：ERPシステムは、業務知識が必要で、開発技術の習得にも多くの時間を要し、開発ライセンス

契約の社数も絞られるため、参入障壁の高い領域となります。

当社はパッケージソフトウェアの中でも業務系の

「ERPシステム」を得意としております

※2021年実績

業務系ERP

69％
WEBサービス

13％

その他

18％
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03 E R Pシステムの市場規模 （ 単位 ：億円 ）

Market scale

24

ERPシステム市場規模は、電子帳簿保存法やインボイス制度等への対応をはじめとして、

クラウドERPへの移行により市場拡大トレンドの継続が推察されます。

出典：矢野経済研究所「ERP市場動向に関する調査を実施（2022年）」
2024年開発市場とテスト市場の内訳は独立行政法人情報処理機構「ソフトウェア開発データ白書」より算出

576 

1,024 1,069 1,144 1,160 
1,278 1,345 1,414 

900 

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
（予想）

2024年
（予想）

開発
市場

テスト
市場

億円

億円

450億円

増加

2017 / 2024年比

出典：ＩＴ-Trend「ERP製品別シェア」

ERP製品別シェア

8%
7%

9%

76%

SMILE

Explanner

GRADIT

その他

当社の扱いは25％弱

成長可能性の
あるマーケット

開発経験を検証事業に活用してＥＲＰシステムのテスト自動
化を推進します。まずは、３つのＥＲＰシステムで成功事例を
作り、他のＥＲＰシステムへ展開してまいります。
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03 I T人材の動向
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IT人材は今後ますます不足すると予測されており、

ソフトウェアテストの自動化によるエンジニア人材の効率性向上の需要の拡大が推察されます。

不足数（人）

供給人材数（人）

高位シナリオ （需要の伸び約９～３％）

中位シナリオ （需要の伸び約５～２％）

低位シナリオ （需要の伸び約１％）

２０１８年を１００とした場合の市場規模中位シナリオ （中位シナリオ）

約79万人
高位シナリオ

約45万人
中位シナリオ

約16万人
低位シナリオ

IT人材の
需給ギャップ
（2030年予測）

99
4,

07
0

1,0
04

,8
79
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出典：経済産業省 IT人材需給に関する調査「報告書本（https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/houkokusyo.pdf）」 図3-11 IT人材需給に関する主な試算結果①②③の対比（生産性上昇率0.7％ IT需要の伸び「低位」「中位」「高位」）

IT人材の
確保が重要

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/jinzai/houkokusyo.pdf
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04 特長と強み
Characteristic & Advantage

27

当社は長い実績の積み重ねから多くの大手企業と信頼関係を構築していることに加え、それを支えるエンジニアとその技術力が強みとなります。

１．大手顧客基盤 ２．高度なエンジニア人材
３．開発技術力を活用した

テスト自動化

PCの受託開発～WEBシステムに至るま

で時代のニーズと共に、技術領域を広げた

実績の積み重ねと、信頼により大手企業顧

客を多数抱える

教育・研修の充実化によるナレッジの

蓄積に伴い、高度資格取得を持つ人

材が年々増加

技術の保護として特許の取得や、認知

度向上のため外部発信も積極的に行う
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04 特長と強み ー 大手顧客基盤 ー
Characteristic & Avantage

28

顧客の多くは大手企業（上場企業または資本金10億以上の企業56.6％）が占めており、その実績が信頼に繋がっています。2021年3期以降、取引

先実績数が減少しているのは、取引条件が適正な優良顧客に人材リソースを集約しているためです。その効果として１社あたりの年間平均取

引額は大幅に増加しております。

㈱大塚商会、日本電気㈱、日立グループとは相互のサービスを提供し合えるビジネスパートナー契約を
締結し、案件情報の共有及び研修会、技術情報交換を定期的に行っております。

取引歴

30年超

10年超

5年超

2年超

主要取引先一覧

・

株式会社大塚商会（グループ各社） 日本電気株式会社（グループ各社）

株式会社ベリサーブ

アイエックス・ナレッジ株式会社 株式会社ブロードリーフ

アシュリオン・ジャパン株式会社（グループ各社）

ソニー株式会社（グループ各社）

株式会社リコー（グループ各社）

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ（グループ各社）

ウイングアーク１ｓｔ株式会社

株式会社ディー・エヌ・エー（グループ各社）

楽天グループ株式会社

株式会社野村総合研究所株式会社 日立製作所（グループ各社）

ピー・シー・エー株式会社

ブライシス株式会社

KDDI株式会社（グループ各社）

スパイダープラス株式会社

・
・

・
・
・
・
・

・
・

取引歴

事業別取引先数及び平均年間取引額

61

47
38

96 96 99

18

22
26

2021.3月期 2022.3月期 2023.3月期

検証事業 （単位：社） 開発事業 （単位：社）

顧客１社当りの年間平均取引額 （単位：百万円 ）
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04 特長と強み ー 高度なエンジニア人材 ー
Characteristic & Advantage

29

検証エンジニアの検証資格保有者の内訳

高度資格

保持者

30％
中低度資格

保持者

70％

高度資格保持者

JSTQBのうち「AdvancedLevel」（合格率

17％程度）もしくはIVECのレベル4以上

（レベル5の合格率は3％）といった非常

に難易度が高い高度資格保持者

中低度資格保持者

JSTQBの「Foundation Level」の保持者

IVEC のレベル2以上の保持者

JSTQB認定テスト技術者資格（以下JSTQBと略す）、IT検証技術者認定試験

(以下IVECと略す)といった検証（ソフトウェアテスト）技術者の技量を証明する

当社資格保持者の、「高度」「中低度」の内訳です。

当社は、2つの試験共に合格者が

多数在籍する事を証明するプラチナパートナー企業です。

一般社団法人T検証産業協会が主催する技術者認定試験(IVEC)

の合格者が一定基準以上在籍する企業を認定する制度「JSTQB

（Japan Software Testing Qualifications Board)」が主

催するソフトウェア技術者試験合格者が一定基準以上在籍する企業

を認定する制度

※１：ソフトウェアテスト技術者の技量を証明する資格試験 JSTQB認定テスト技術者資格、IT検証技術者認定試験(IVEC)を示す

当社の検証技術者の検証関係資格※１取得者の３０％がプロジェクトマネージャークラスの品質管理ができる高度資格の所有者です。
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04 特長と強み ー研究・開発技術力を各種テストに活用 ー
Characteristic & Advantage

テスト自動化サービスを実現する為に研究・開発を行い、特許取得や外部発信を積極的に行っております。

国際規格に準拠したソフトウェア品質の「見える化」は金融業界向けシステムの品質証明に活用事例があります。

ISO規格の策定をはじめとする国際標準化やテスト産業の活性化にも取り組んでおります。

開発技術を活用したテスト自動化の技術開発 開発した技術の確立（特許取得や論文発表等）

例）独自テスト手法「FaRSeT※」を用いた探索的テスト

短納期型開発プロジェクトのための探索的テスト

※FaRSeT（Flexible and Rapid Software Test）の略
従来の手法を組み合わせて発展させた,品質特性をベースとしたテストチャーターにより
幅広い品質特性に関連する不具合を検出できる弊社独自の柔軟で迅速なテスト手法です。
ウォーターフォール的な手法では対応が難しい短納期や、開発プロセスの並行、テスト実
行中での仕様変更などの課題にも対応できます

特許数 ６本
例）品質情報出力装置、品質情報出力方法、およびプログラム（特許第7062243号）

海外論文発表数 ８本
例）Coverage analysis method using quality characteristics（IWESQ 2020）

国内論文発表数 １０本
例）短納期型開発プロジェクトのためのテスト手法 「FaRSeT」の適用と効果

（ソフトウェア品質シンポジウム2018）

大学共同研究事例 ２件
例）探索的テストを対象とする機械学習(SOM)を利用した進行中プロジェクトにおける

探索箇所推定手法「FaRSeT-#」の提案

ISO規格制定ワーキング参加 ４件
• JTC1/SC7/WG6 エキスパート
• JIS X 25020:2021 原案作成委員
• JIS X 25030:2021 原案作成委員
• JIS X 25051:2016 原案作成委員

30
特 許 証 研究事例

※比較は当社で実施したテスト結果によるものです。
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テスト自動化支援サービス

専用スキルを持ったエンジニアが導入から運用までサポートし

ます。

テスト自動化導入

コンサルティングサービス

テスト自動化を開始する際に「実現の可能性」「予算と効

果」をトライアルして確認できます。

04 特長と強み ー 開発技術力を活用したテスト自動化 ー
Characteristic & Advantage

31

JAM.Consulting JAM.Solution

導入コンサルティングから運用までトータルで支援

当社のテスト自動化サービスは、高度なテストエンジニアの知見とソフトウェア開発エンジニアの経験を活かし、組み合わせて

テスト自動化を導入コンサルティングから運用までトータルで支援するサービスです。
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05 Growth strategy

33

人材不足の業界において、当社は「採用戦略が今後の成長の最重要施策」と考えています。

当社の採用の強みである「三本柱」を活用して、IT戦略の基礎である高度 IT人材の獲得と教育に力を入れます。

成長戦略① ー 人材戦略ー

１．地方拠点を活かした独自採用戦略

• 採用拠点と人事機能を全国に拡大。地方に埋もれた高度人材を発掘

• リモートワークを活用し、全国各地どこにいても首都圏の上流大規模の案件に参加できる魅力

• 札幌、諏訪、郡山といった既存の高度技術拠点のさらなる拡大にて本社並みの機能を地方へ分散

２．充実した教育コンテンツと教育体制と継続投資

• IVECやJSTQBといった資格教育と、ビデオ学習やOJTを中心とした独自教育コンテンツと教育プログラムである

「NKC-Knowledge」を活用した充実した教育体制

• 教育プログラムと教育人員への投資を継続的に行い、未経験者の早期活用ができる体制構築

• 学校や研修などでIVECレベル１の研修を実施し、合格を入社条件とすることでのエンジニアのスクリーニングが可能

３．柔軟で多様な働き方の推奨

• パートタイム労働者など、多種な働き方に応じた柔軟な勤務体系と人事制度

• 各種専門学校や大学との提携により、学生のアルバイト活用から新卒採用につなげる一貫したスキーム
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2024.3期 2025.3期 2026.3期

中途採用費

75百万円 教育費

15百万円 15百万円 15百万円※

05 成長戦略② ー 人材獲得・高度育成戦略 ー
Growth strategy

34

人材確保に関しては、上場における調達資金を活用する方針です。人材採用費と育成費用については下記の内容と考えています。

人材の採用競争を勝ち抜き将来に向けて優秀なIT人材を育成します。

予定採用人数

100名

67百万円 54百万円

※調達からの不足分は自己資金にて充当
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313
334

369 374

434

2022年3月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2024年3月

05 KPI Summary

35

2024年3月期は、100名の採用を予定し、2024年3月末人員の目標を434名としています。4月に新卒27名を含む35名の人員増となりました。

5月も5名増加し、5月末時点で前年度より40名増加となりました。目標まで残り60名の獲得にむけて全力を上げて取り組んでまいります。

＋21人
＋35人 ＋5人

＋60人

（目標）

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

人材獲得の進捗状況
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05 成長戦略③ ー積極的なM & A施策 ー
Growth strategy

36

既存事業と高いシナジー効果を追求した積極的なM&Aにより、エンジニア工数の効率化、

事業領域の拡大、エンジニア人材の獲得などを達成し、更なる業績拡大を目指します。

※2023年6月現在で決まった案件はございません。

既存事業

AI知見の獲得

効率性UP

事業領域の獲得

業務範囲UP

顧客の獲得

受注UP
人材の獲得

対応件数UP

業績拡大
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05 成長戦略④ ー テスト自動化の領域拡大 ー
Growth strategy

37

ソフトウェアテスト市場の拡大だけでなく、顧客数、顧客単価、稼働人員、継続率の４つのKPIの向上に注力し、

テスト自動化の領域拡大を行ってまいります。

KPI① ： 顧客数/プロジェクト数 KPI② ： エンジニア売上／人

KPI④ ： 継続率

KPI③ ： 稼働人員

• 主要顧客の掘り起こし

• ERP開発事業者の新規開拓

－他企業との協業や連携

• エンジニア工数の効率化

• 単純機能テストの自動化へ

• 工数売上から受託型売上へ

• 仕様変更対応（保守）の品質向上

• 開発案件のテスト自動化率の向上

• 稼働エンジニアの増員
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05 成長戦略⑤ ー ソフトウエア品質テスト領域の拡大 ー
Growth strategy

38

現在のソフトウェアテストは機能適合性を中心に行われています。

当社はこれまでの製品品質テストに加え、重要なテスト領域の拡大により事業成長に繋げてまいります。

既存顧客へのクロスセルで領域拡大をはかります。

機能適合性 性能効率性 互換性 使用性 信頼性 セキュリティ 保守性 移植性

機能完全性 時間効率性 共存性 適切度認識性 成熟性 機密性 モジュール性 適応性

機能正確性 資源効率性 相互運用性 習得性 可用性 インテグリティ 再利用性 設置性

機能適切性 容量満足性 運用操作性
障害許容性
（耐故障性）

否認防止性 解析性 置換性

ユーザーエラー
防止性

回復性 責任追跡性 修正性

ユーザーインタ
フェース快美性

真正性 試験性

アクセシビリティ

有効性 効率性 満足性 リスク回避性 利用状況網羅性

有効性 効率性 実用性
経済リスク
緩和性

利用状況
安全性

信用性
健康・安全
リスク緩和性

柔軟性

快感性
環境リスク
緩和性

快適性

システム /  ソフトウェア製品品質 利用時の品質

現在の領域 今後の領域（重要）

自動化で既存の機能テストを行い、高度人材をつかってテスト領域拡大 独自探索的テスト手法「FaRSet」で利用時品質をテスト
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05 当社のポジショニング
Characteristic

39

業務系システムのテストにおいて、一番重要なのは「利用者の目的を達成できるか」です。当社は、一般的な機能テストだけではなく、テスト

自動化を活用し利用者視点で幅の広いテスト領域を網羅します。自動化においてプログラム開発経験は必須です。開発事業部とのシナジー

効果で拡大していきます。長年の開発経験と業務知識を活用できることから、当社はERPシステムに強みを持っており、得意とする業種領域

はエンタープライズ系となります。

利用時の品質（広いテスト領域）

機能テスト（単一テスト）

自
動
テ
ス
ト
・
開
発
力

手
動
テ
ス
ト

B社

当社
（広い領域）
（自動化）

A社

B社

C社

オートモーティブ分野

エンターテイメント・ゲーム

エ
ン
タ
❘
プ
ラ
イ
ズ

組
込
系

A社

C社

当社
（ERPｼｽﾃﾑ）
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06 リスク情報
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06 リスク情報①
Risk information

41

有価証券報告書において記載している「事業等のリスク」のうち、当社の成長の実現性や事業計画の遂行に重要な影響を与える可能性がある

と認識している主要なリスクは下記の通りです。

認識するリスク 顕著化する可能性、程度及び時期 顕著化した場合の影響の内容 リスクへの対応策

テスト・検証事業のマー

ケットと競合について
【中】

当該システム検証市場は、拡大傾向にあり、今後もこの

傾向は継続するものと見込んでおります。しかしながら、

顧客企業及びその属する業界において、システム検証業

務につき、機密保持等の理由から、内製化志向が強まる

などした場合当市場が拡大しない可能性がございます。

逆に資金力・ブランド力を有する大手開発企業が参入す

るなどし、競合との価格競争が当社の予想を超えて厳し

さを増す可能性もございます。これらの場合には、リスク

が顕在化いたします。

市場の拡大が行われない、若しくは

競合との価格競争が激化した場合には、

当社の経営成績及び財政状態に影響

を及ぼす可能性があります。

①幅の広い業種・業態・規模の顧客との取引拡大

②開発技術・検証技術の活用範囲の拡大による

顧客企業のアウトソーシングの促進

③国際規格、独自のテスト手法への取組みなどに

より、テスト・検証サービスにおける競合他社と

の差別化を図っております。

人材の確保、育成について 【中】

経済活動や自然災害、競合他社への流出により、必要な

人材が十分に確保・育成できなかった場合にはリスクが

顕在化いたします。

人員の確保ができない、あるいは当

社が保有する技術やノウハウが顧客の

求めるレベルに達しないことにより、

競争力の低下や、事業活動に支障が生

じる可能性があります。

独自の採用基準を用いてテスト・検証業務の技

術者として素養のある人材の採用を定期的に実

施し、当社独自メニューによる教育を継続的に実

施しております。

知的財産権について 【中】

当社の事業が第三者の知的所有権に抵触し、第三者か

ら当社に対し正当な権利主張がなされた場合や法的手続

きでそれが認められた場合には、リスクが顕在化いたしま

す。

損害賠償義務の負担や、当該知的所

有権を継続使用するための負担が発

生します。また、当社事業の一部もしく

は全部の遂行ができなくなる可能性が

あります。

当社事業において知的財産権の重要性は高い

と認識しており、特許・商標等の知的財産権に関

する権利の申請中心に対策を行っております。

※本ページに記載されていないリスクについては、有価証券報告書「事業等のリスク」をご参照ください。



Copyright © Nihon Knowledge Co.Ltd. All rights reserved.

06 リスク情報②
Risk information

42

有価証券報告書において記載している「事業等のリスク」のうち、当社の成長の実現性や事業計画の遂行に重要な影響を与える可能性がある

と認識している主要なリスクは下記の通りです。

認識するリスク 顕著化する可能性、程度及び時期 顕著化した場合の影響の内容 リスクへの対応策

システム受託開発について 【小】

受託開発プロジェクトでは、受託時に適正な採算が見込

まれると判断したプロジェクトであっても、開発段階にお

けるプロジェクト管理の問題、想定外の開発範囲の拡大

及び作業工数の増加等の理由により不採算プロジェクト

となることがあり、その場合にはリスクが顕在化いたしま

す。

不採算プロジェクトによる損失額が

多額の場合には、当社の経営成績及び

財政状態に影響を及ぼす可能性があり

ます。

一定の規模以上の受託開発プロジェクトに対し、

当該プロジェクトに関与しない者による見積りの

適正性に関するレビューを実施するとともに、プ

ロジェクト開発手法の標準化推進、プロジェクト

管理者の育成等、プロジェクトの品質向上及び管

理体制の強化に継続して取組んでおります。

特定販売先への依存

について
【小】

主要取引先である株式会社大塚商会のおける売上高に

占める割合は高くなっております。株式会社大塚商会の

事業方針や、経済状況の悪化により、当社の受注量に影

響を及ぼす場合には、リスクが顕在化いたします。

売上高の減少により、当社の経営成

績及び財政状態に影響を及ぼす可能

性があります。

テスト自動化の拡充による新規顧客の獲得、

サービスの拡充により、特定顧客への依存度の

低下を図る。

外注先への依存について 【小】

当社検証事業においては、外注比率が50％前後と高く、

技術者を選定しつつ外注先の確保に注力をしている状況

にございます。今後当社の想定通りに自社工数への切替

が進まなかった場合には、リスクが顕在化いたします。

予期せぬ大口の外注先との取引の解

約、また条件の改悪等があった場合に

は、当社の経営成績及び財政状態に影

響を及ぼす可能性があります。

採用による技術者の確保及び、外注先との情報

交換を密にすることにより、リスクの低減を図っ

ております。

代表者への依存について
【小】

当社の代表取締役である藤井洋一は、当社創業者であ

り、創業以来の最高経営責任者であります。同氏は、検証

事業及び開発事業に関する豊富な経験と知識を有してお

り、経営方針や事業戦略の決定、遂行において極めて重

要な役割を果たしております。

やむを得ぬ事情により、業務の遂行が困難となった場

合にリスクが顕在化いたします。

同氏が当社の業務を継続することが

困難になった場合、当社の経営成績及

び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あります。

取締役会や幹部会議等における役員及び幹部

社員の情報共有や、経営組織の強化を図り、同氏

に過度に依存しない経営体制の整備を進めてお

ります。

※本ページに記載されていないリスクについては、有価証券報告書「事業等のリスク」をご参照ください。
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本資料は、情報提供のみを目的として作成しています。本資料は、日本、米国、その他の地域に

おける有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの記述は、当該記述を作成

した時点における情報に基づいて作成されています。これらの記述は、将来の結果や業績を保

証するものではなく、リスクや不確実性が含まれており、その結果、将来の実績や業績や財務

情報は将来の見通しと大きく異なる可能性があります。

上記の実際の結果に影響を与える要因としては、国内外の経済情勢や当社が事業展開する業

界動向等が含まれますが、これらに限られるものではありません。

また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、

これらの情報の正確性や適切性等の検証は行っておらず、また保証するものではありません。

次回の「事業計画及び成長可能性に関する事項」の開示は、2024年6月を予定しております。


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 企業概要 
	スライド 4: 経営陣の紹介
	スライド 5: 主な沿革
	スライド 6: 業績ハイライト　10年間の売上高推移
	スライド 7
	スライド 8: 2023年3月期通期　決算概要
	スライド 9: 2023年3月期通期　事業セグメント別前年比較
	スライド 10: 事業概要と収益構造
	スライド 11: ビジネスモデル
	スライド 12: 事業内容　
	スライド 13: 事業内容　
	スライド 14: 事業内容　
	スライド 15: 事業内容　
	スライド 16: 事業内容　
	スライド 17: 事業内容　
	スライド 18: 事業内容　
	スライド 19: 事業内容　
	スライド 20: 2024年3月期業績予想
	スライド 21
	スライド 22: ソフトウェアテスト市場規模
	スライド 23: ターゲット領域
	スライド 24: ERPシステムの市場規模（単位：億円）
	スライド 25: IT人材の動向
	スライド 26
	スライド 27: 特長と強み
	スライド 28: 特長と強み　ー 大手顧客基盤 ー
	スライド 29: 特長と強み　ー 高度なエンジニア人材 ー
	スライド 30: 特長と強み　ー研究・開発技術力を各種テストに活用 ー
	スライド 31: 特長と強み　ー 開発技術力を活用したテスト自動化 ー
	スライド 32
	スライド 33: 成長戦略①　ー 人材戦略ー
	スライド 34: 成長戦略②　ー 人材獲得・高度育成戦略 ー
	スライド 35:  人材獲得の進捗状況
	スライド 36: 成長戦略③　ー積極的なM&A施策 ー
	スライド 37: 成長戦略④　ー テスト自動化の領域拡大 ー
	スライド 38: 成長戦略⑤　ー ソフトウエア品質テスト領域の拡大 ー
	スライド 39: 当社のポジショニング
	スライド 40
	スライド 41: リスク情報①
	スライド 42: リスク情報②
	スライド 43

